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新可燃ごみ処理施設整備事業
概要説明資料 2020年11月8日

鹿島地方事務組合
/ 12

施設整備基本方針
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工事概要

工事名称 新可燃ごみ処理施設整備事業

建設地 茨城県神栖市東和田２１－３地内

処理能力 ２３０ｔ／日（１１５ｔ／２４ｈ×２炉）

施設区分 エネルギー回収型ごみ処理施設

施工者 三菱重工環境・化学エンジニアリング㈱

事業期間 令和2年10月27日から令和6年3月31日まで
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工事スケジュール
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全体スケジュール

設計

機器製作

土木建築工事

プラント工事

試運転

本運転

令和6年度

（2024年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

令和4年度

（2022年度）

令和5年度

（2023年度）

契約 現地着工 竣工着手
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明確なエリア分けにより安全性、機能性、効率性を確保
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全体配置計画

西側を搬入・一般車エリア、東側を工場棟エリアと区分け

一般・搬入車エリア 工場棟エリア
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① 車両集中に備えて計量機前に１０台分の待車スペースを確保

② 更に車両が集中する場合は、一般車エリアを開放して待機場所として使用（６台）

③ 年末年始などは、工場棟周回道路を開放（３０台）

全体配置計画（搬入車両の渋滞緩和策）

計量機前の待車スペース確保とさらに追加の臨時対策スペースを確保
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ごみ処理の流れ
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安全・安心な施設

４０年以上の実績を有する安全・安定性に優れたストーカ炉
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物質名
(O2=12%)

性能保証 排ガス基準値

ばいじん(g/Nm3) 0.005 0.01

硫黄酸化物(ppm) 25 30

窒素酸化物(ppm) 45 50

塩化水素(ppm) 45 50

一酸化炭素(ppm(4h)) 25 30

ダイオキシン類
(ng-TEQ/Nm3) 0.03 0.05

水銀(µg/Nm3) 30 30

安全・安心な施設

排ガス基準値からの上乗せ保証で施設公害防止基準を確実に遵守
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環境を学べる施設

実物を身近に感じながら環境施設を学ぶことができる見学ルート

炉室ガラス面への焼却炉映像の投影

大型モニターによる環境学習 見学者ルートから鹿島臨海工業地帯を一望

中央制御室の設備や働く人たちの様子を見学
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事業地周辺への配慮（外観）
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周辺の環境と調和した親しみあふれる建物デザイン

立体的でシンプルな
造形

POINT

アースカラー基調で
周辺環境と調和

POINT

縦ラインのアクセント
強調

POINT

視覚的な圧迫感・
威圧感を軽減

POINT
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自然災害に強い施設

災害時も継続使用できる強靭な施設

プラットホームを２階に配置し、浸水によるピットからのごみ流出を完全防止

主要電気設備（電気室、タービン発電機室、非常用発電機）は2階以上に設置
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ごみピット上面レベル
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工事中における地域環境への配慮（騒音・振動）

深層混合処理工法の機械攪拌による地盤改良杭とす
ることで、杭打機単独での施工となり重機台数の削
減により、騒音・振動を抑制します。

地盤改良杭

実績に基づいた騒音・振動・粉じん対策により周辺環境への影響を抑制
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建設機械には、低騒音・低振動型を使用します。使
用頻度の高いバックホーについては超低騒音型を使
用します。

車両通路に、セルダンパー防振マットを敷鉄板の下に設置します。
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ご清聴ありがとうございました


